
高 温 飼 育 環 境 下 に お け る 蚕 へ の 幼 若 ホ ル モ
ン 投 与 と 虫 ・問 質

( 蚕 試 :  養蚕 経 常 部 )

l r  背景 と ね ら い

近 年、 幼 若 ホ ル モ ン の 利 用 が 進 み 農 家 に お け る 収 離 量 の 増 収 技 術 並 び に 上 族 作 業

労 働 の 分 散 技 術 と し て 定 着 し て き て い る。

し か しt  1 9 8 4 年初 秋 蚕 期 に 異 常 高 淋 が 連 続 し た 時 期 に 幼 若 ホ ル モ ン を 投 与 し た 飼

言 群 に 細 歯 性 軟 | ヒ病 が 多 発 し た 事 例 が
一 部 地 域 に み ら れ、 現 地 よ り こ れ の 対 策 に つ

い て 要 望 さ れ た の で、 現 地 に お け る 日 温 度 変 化 を 再 現 し た 高 綿 環 境 下 で 幼 若 ホ ル モ

ン 投 与 が 劇 育 ・収 繭 ・自 質 並 び に 病 携 蚕 発 現 に ど の よ う に 影 響 す る か 検 討 し た の で

参 考 に 供 す る。

2 ‐ 技 材f 内 容

( ] ) 高湛 環 境 下 ( 2 5 ～3 5 ℃) で も 幼 若 ホ ル モ ン を 投 与 す る と 無 散 布 に 比 べ 5 齢 経 過 が

2 2 ～2 3 時間 延 長 し、 薦 重 が 7 % 増 本 す る 力
F 、 そ の 効 果 は 2 2 ～3 2 ℃の 対 照 区 環 境 下

t  で の 利 用 に よ る 南 重 1 4 % 増に 比 ぺ 低 い 傾 向 で あ つ た。

( 2 ) 高温 環 境 下 で 幼 若 ホ ル モ ン を 利 用 し て も、 病 発 蚕 の 発 生 を と く に 増 大 き せ る と

は 認 め ら れ な か つ た。 病 受 蚕 の 発 生 環 境 と し て は、 高 温 に 多 海 条 件 を 加 味 す る と

|  1 多発 す る こ と か ら 環 境 条 件 が
~ 大
き く 影 響 す る も の と 思 わ れ ると   ‐

い ) 高 温 環 境 が 連 続 す る 時 期 で の 幼 若 ホ ル モ ン の 利 用 に つ い て は、 下 記 指 導 上 の 留

意事 項 を順 守す るこ とあr 重要 であ る。

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項            ャ

( 1 ) 高湛 環 境 下 で 核 多 角 体 対 ウ イ ル ス を 投 替 し て 幼 若 ホ ル モ ン を 投 与 す る と 蕗 中 襲

蚕 が 多 く な る と い う 報 告 が あ る の で、 配 蚕 前 の 施 設 ・蚕 具 類 の 消 書 を 徹 底 す る と

と も に 飼 育 中 の 防 疫 管 理 に つ い て も 高 法 蚕 期 で は と く に 態 重 に 実 施 す る。

( 2 ) 高湛 環 境 下 で 飼 育 す る と 繭 重、 爾 層 重 が 軽 く、 減 蚕 歩 合 が 高 く な る の で 防 密 対

策 を 請 じ、 騨 準 に 近 い 環 境 下 で の 飼 育 に 努 め る。

( う) 高 速 環 境 下 で は 膿 浦、 細J 菌 性 軟 化 病 の 発 生 が 多 く な り、 高 泊 に 多 湿 条 件 が 加 わ

る と 更 に 病 蚕 発 生 は 高 率 と な る の で 注 意 す る。
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図 1.飼 育温度の違いによるマンタの効果
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図 2 , マ ンタ使用条件 と減蚕
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